
【本日のアジェンダ】 19:00開始～20:30以降終了予定

①開会挨拶 （世田谷少年サッカー連盟 会長 木村知郎）

②2022年度の運用に関して （榎園）

③４種登録説明会に関して （半田）

④審判部 連絡事項に関して （石原）

⑤新規リーグ戦実施概要に関して （高畠）

⑥技術部 リーグ戦実施の目的に関して （中島）

⑦ポイント・罰則に関して （高田）

⑧今後の予定 （榎園）

⑨質疑応答

SJFL 2021年度 第3回 理事会



【組織の再確認 １】

「東京都少年サッカー連盟・第５ブロック」 と

「世田谷少年サッカー連盟」 は ホントは別の組織です。

《東京都少年サッカー連盟・第５ブロック》

サッカーの協会・連盟は下記のような位置付けとなっています。

・ FIFA（国際サッカー連盟）

→・公益財団法人 日本サッカー協会 （JFA）

→・一般社団法人 関東サッカー協会

→・（都県サッカー協会） 公益財団法人 東京都サッカー協会 （TFA）

→・東京都少年サッカー連盟

→・第５ブロック 東京都は１６のブロックから組織されています。

東京都少年サッカー連盟・第５ブロック と 世田谷少年サッカー連盟



【組織の再確認 ２】

《世田谷少年サッカー連盟》

では、「世田谷少年サッカー連盟」はどの位置付けなの？。

少年（少女を含む）４種カテゴリーは基本、市区群のサッカー協会・連盟は

ブロックの１組織と言う位置付けになります。

世田谷少年サッカー連盟が所属する第５ブロックは、世田谷区のみで構成されています。

加盟する団体（クラブ）および組織の運営をスムーズに行うため、

および世田谷区の施設利用を考えて組織を一体化しています。

第５ブロックを運営しているメインの役員は世田谷少年サッカー連盟の役員が

第５ブロックに派遣されている形となっています。

東京都少年サッカー連盟・第５ブロック と 世田谷少年サッカー連盟



【組織の再確認 ３】

《担当する試合大会・イベント》

試合大会・イベントの担当も下記の様に本来は分かれています。

・世田谷少年サッカー連盟 担当

春季学年別大会、区民体育大会、ライオンズカップ、バーモントカップ、

kids festa in SETAGAYA、指導者＆レディース大会

2022年度から U-8リーグ、U-10リーグ、U-11リーグ

・第５ブロック 担当

U-12リーグ、全日本、JA東京カップ、ハトマークフェアプレーカップ、 TOMAS交流会3年生、

５年生選抜、TOMAS6年生選抜、キッズエリート、マザーズカップ、キッズフェスティバル、

チャイルド、駒沢フェス、（東京FA会長杯）、（なでしこひろば）

東京都少年サッカー連盟・第５ブロック と 世田谷少年サッカー連盟



【クラブ名変更】

・クラブML「[sjfl:0966] クラブ名変更の連絡」でお知らせしました様に

「ＩＮＡＣ東京・多摩川ジュニア」が名称変更をしました。

2022年2月より「スピリベル多摩川」となって活動を行います。

連盟として組合せ・時程等で使用する略称は「スピリベル」とさせて頂きます。

3月の理事会後にお渡し予定の「クラブ名簿」からこの名称を使用しますので、

クラブ順が変わります。（2/1に送付した「22-02クラブ明細.pdf」を参照）

クラブメールアドレスは「2022spiliber@sjfl.tokyo」となります。

②運用に関して



【各種書式の変更】

◎2022年度に使用する各種下記書式を変更します。

※４月１日迄はHPの書式は使用しないでください。

・「加盟登録申請書」（令和4年度に連盟に所属するための書類：総会後に提出）

・「春季学年別少年サッカー大会 大会参加申込書」（2月20日（日）頃送付）

・「春季学年別大会［大会個人登録］名簿」（春季学年別4年生用として配布済）

・「メンバー提出用紙」（2月20日（日）頃送付）

・「クラブ個人登録書」 （2月20日（日）頃送付）

※追加用は無くなります。

・リーグ用（U12、U11、U10、U8）、ハトマーク、3年生交流会、全日本、JA東京カップ

は専用のメンバー表を使用します。

②運用に関して



【メールに関して 1】

◎クラブMLとは

クラブMLは連盟から各クラブに諸々の情報を連絡するためのメーリングリストです。

クラブは受信専用となります。クラブMLにResは出来ません。

クラブMLは5回送信エラーが発生しますと自動で配信停止となります。

携帯メールは受信許可詳細設定をしてください。また受信フォルダーの容量に注意してください。

理事、副理事２名の個人メールアドレス（申請して頂いたアドレス）が登録されています。

必ず複数の方で内容の確認をお願い致します。

②運用に関して



【メールに関して 2】

◎クラブメールアドレス

毎年度、「年度・クラブ名@sjfl.tokyo」と言うメールアドレスを発番してクラブで

使用して頂いています。

このメールアドレスを使用出来るのはクラブ理事のみです。

連盟への問合せ等は基本クラブ理事がクラブメールアドレスで行います。

メールを出す時にCC:には何方を定義して頂いても問題ありません。

ResもCC:のアドレスを含め行います。

連盟側で必要と思う場合は連盟のメンバーをCC:に追加する事も有ります。

添付容量に制限が有りますので、気を付けてください。

②運用に関して

mailto:年度・クラブ名@sjfl.tokyo


【メールに関して 3】

◎メールに関してのお願い

件名、クラブ名、差出人名は必ず記載してください。

１メールに対して複数の内容は記さないでください。

（件名の内容毎にメールを分けてください）

メールは24時間いつ出されても問題ありません。

こちらからの返信は基本24時間以内に行うようにしています。

直ぐに返信できない場合もその事を返信しますので2日以上返信が無い場合は、

届いていないか、見落としの可能性が有りますので、再度メールをお願い致します。

②運用に関して



【問い合わせの流れ 1】

◎問い合わせは

基本事務局 （office@sjfl.tokyo） にお願い致します。

◎４種登録に関して

４種登録責任者または登録責任者代理より直接メールを出してください。

※登録責任者、登録責任者代理は理事である必要は有りません。

◎リーグに関して

各リーグに関しては、3月に出場クラブで運営委員会を開催します。

各リーグ・部でリーグ用MLを作成します。

各リーグ・部でメールの取り決めを作成して運用してください。

②運用に関して



【問い合わせの流れ 2】

◎トレセンに関して

連盟からの連絡は基本クラブMLで行います。

トレセン選手に選出された選手は別途連絡手段に登録をして頂きます。

場合によって、トレセン選手に直接連絡が先に行く場合が有ります。

この場合も、後追いでクラブMLは出します。（連絡順が前後しますがご理解をお願いします）

◎審判関係

窓口に関して現在検討中です。

後日、詳細の連絡を致します。

②運用に関して



【問い合わせの流れ 3】

◎質問の内容により

事務局で回答できるものは事務局より回答します。

トレセン、審判（ルール）に関しては事務局より各専門部にメールを転送して、

専門部門より回答メールを出しますので、多少タイムラグが有ります。

この場合も事務局からはその事に関しての一次回答は行います。

②運用に関して



【学年合同に関して】

◎世田谷区大会（春季学年別、区民体育大会）

☆学年合同の扱いが無い大会は

・6年生大会（春季学年別、区民体育大会共）

・5年生大会（春季学年別、区民体育大会共）

・1/2年生大会（春季学年別）※1年生大会が無いため

・1年生大会（区民体育大会）※下の学年がいないため（園児は不可）

・女子大会（春季学年別、区民体育大会共）

※下の学年の選手も先発で出場出来ます。

※該当学年の選手と下の学年の選手とで交代できます。

②運用に関して



☆学年合同の有る大会

・４年生大会（春季学年別、区民体育大会は「すぎのこ」「あすなろ」）

・3年生大会（春季学年別、区民体育大会は「すぎのこ」「あすなろ」 ）

・2年生大会（区民体育大会）

☆学年合同の主旨

当該学年の選手が大会に出場できるための救済処置です。

チームのレベルを上げる為では有りません。

②運用に関して



☆学年合同と取り扱わない場合

・下の学年の大会に出場していない場合

＊下の該当学年の試合にエントリーしていない場合

＊下の該当学年の試合にはエントリーしているが、

該当選手は上の学年にのみエントリーの場合

◎ブロック大会、各リーグ

全ての大会がU（アンダー）何々となっているため、出場条件は学年では無く年齢となります。

このため、学年合同と言う発想は有りません。

②運用に関して



１．日時：２／２０(日)１９時-21時

ZOOMにて、WEB説明会を行います。

2.概要：従来通り、JFA Kickoffのサイトにて

申請方法も変更ありません。

３．今年度 2021年度の登録申請期限は、 ２／２８(月)です。

４．第5ブロック 2022年度の申請期間：３／７(月)－３／１３(日)

５．JFAの登録費用について、一部変更の可能性があります。

WEB説明会では、確定した情報をお知らせします。

③４種登録説明会に関して



■２０２２年度 審判部の体制

2022年度審判部からの連絡事項(1/3)

世田谷少年サッカー連盟

技術部

審判部

トレーニングセンター

審判委員会

▼
・連盟対応窓口（各チームからの問合せ窓口）（１）
・審判委員活動 企画／実施 （２）
・新規４級審判資格取得講習会の実施（３）

▼
・審判委員活動（２）
・競技規則の理解普及（４）
・新規審判委員の募集（５）



（１）各チームからの問合せ窓口

2022年度審判部からの連絡事項(2/3)

⚫ 競技規則の内容、ユニフォーム規定等に関する質問は、審判部 事務局まで
（メールアドレス： refere@sjfl.tokyo）

（２）審判委員活動企画・実施

⚫ 都大会につながるブロック予選の決勝／３位決定戦／準決勝の審判対応
＜実施＞ 全日本予選(6年生)、JA東京カップ予選(5年生)
＜中止＞ ハトマーク(4年生)、TOMASカップ(3年生)

⚫ 5Bトレセンの対外試合への審判派遣
⚫ 都大会への審判派遣

（2021年度）

（2022年度）

⚫ 上記に加え、学年別大会 決勝・3位決定戦の主審対応（検討中）

mailto:refere@sjfl.tokyo


2022年度審判部からの連絡事項(3/3)

（５）新規審判委員の募集

⚫ 2022年度より、各チームから公募することを検討中。
⚫ スキルアップを目指したいチーム所属審判員、自身の子供が卒業に伴い今後の活動の場を求めている
保護者審判を対象

（４）競技規則の理解普及

⚫ 1月30日、審判委員を対象に競技規則2021/2022講習会を実施

（３）新規４級審判資格取得講習会の実施

⚫ 7月30日、なかまちふれあいホールで開催予定 （詳細は4月以降に連絡）



2022年度 リーグ戦実施について

2022年2月13日（日）

5B分科会／リーグ戦構想会議



2022年度の取り組み

■ U-10/U-11リーグを連盟公式戦として開催

■ Ｕ-８リーグの設立

2022年度より

⚫ 独自リーグとして実施していたU-10/U-11リーグを世田谷少年サッカー連

盟の公式戦として開催

⚫ U-8リーグを設立、2年生あすなろ大会として開催

⚫ 従来のトーナメント戦、上記リーグ戦両方にエントリー可能



リーグ戦の目的

⚫ 選手一人ひとりにプレーの機会を多く提供

⚫ 試合経験を増やすことにより選手の成功体験の機会を提供

⚫ チームレベルを調整したグループリーグの設定により拮抗した試合の提供

■全ての選手にサッカーを楽しみ、成長できる環境を提供

リーグ戦の目的



■低学年からの年代別年間リーグ戦大会の実施

リーグの設立

⚫ 低学年から育成面を主眼としたリーグ戦文化を浸透させることで、選手個人

の成功や失敗の体験、チームとしての成長を促す環境を整備

⚫ 段階的な判断能力を育成する仕組み作り

⚫ クラブが参加しやすい仕組み、保護者の方々にも情報を発信

リーグの設立



U8リーグの設立

■ Setagaya U-8リーグの設立

2022年度開催の提案



概要

主催■ 世田谷少年サッカー連盟

期間■ 2期制 前期4-9月、後期10-2月

参加■ 満8歳以下の選手で構成されたチーム／クラブ
（複数／合同エントリー可）

試合■ ミニコート／5人制／3ピリオド制／リトリート・ライン採用

運営■ グループリーグ形式による自主運営方式

大会概要



スケジュール概要①

【2022年２月】 U-8リーグ説明会の開催（WEB会議形式）
※実施要項の配布、大会規定の説明

※経験のある指導者（長期の指導経験、リーグ戦参加経験等）の参加

▼

【２０２２年2月】 リーグ戦大会 参加募集案内（連盟クラブメール）

▼

【202２年３月】 SetagayaU-8リーグ 運営会議（集合型会議予定）
※前期大会の実施概要説明、大会資料の配布

実施計画 2021年度対応



スケジュール概要②

【前期】 4-７月中に短期のプレ大会を実施（複数回設定）
※ミニリーグ戦大会の実施（リーグ戦事務局にて運営／連盟会場使用）

※ルール／レギュレーションの周知と確認

▼

【2022年9月】後期リーグ運営会議の実施
※後期グループ構成を発表（リーグ分けは事務局にて実施）、自主運営の説明

▼

【後期】10月より半期の自主運営のリーグ戦を開催

▼

・年度結果は次年度リーグ戦のグループ構成に適用

実施計画 202２年度実施予定



6年

5年

4年

3年

2年

1年
2022年 202３年 202４年

U-8リーグ

U-９リーグ

U-10リーグ U-10リーグ

U-９リーグ

U-１１リーグ

U-１２リーグ

U-１０リーグ

U-11リーグ

U-１２リーグ U-１２リーグ

※U-8リーグ設立
※U10・11リーグ公認化

※U-９リーグ設立 ※U-１０リーグ統合

新リーグ

リーグ戦の年度別構成（計画）

U-１１リーグ

U-8リーグ U-8リーグ



リーグ戦構想の将来像

U-12
Aブロック/8人制

Bブロック/8人制

U-10
Aブロック/8人制

Bブロック/5人制

U-8
Aブロック/５人制

Bブロック/5人制
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■シンプル、そして選手の適正を考えた3カテゴリー構成

【意図】学年の枠に選手を当てはめない。早熟系、晩熟系の子たちにとって
適した環境下でプレーできるように。



以上

5B分科会／リーグ戦構想会議



⑥技術部 リーグ戦実施の目的に関して

■技術部から新規リーグ戦（U-8）のご説明／技術部としての狙い

【リトリートラインのメリット】

・リトリートラインを設けることによりGKが慌てずに、余裕を

もってプレーできる。

→後ろから丁寧にボールを繋ぐスキルが身に付き、ボールの

タッチ数も自然に上がるのでボールを扱う能力アップも

自然に上がり判断するという能力も身についてくる。



⑥技術部 リーグ戦実施の目的に関して

■技術部から新規リーグ戦（U-8）のご説明／技術部としての狙い

【GKがスキルアップ出来る】

・GKに求められている要素が増加しており、FPとしての

能力も求められてきている。

→具体的には足元の技術が非常に求められている。

・色々な選手がGKを経験出来ることにより様々なポジション

を経験することが出来る。



⑥技術部 リーグ戦実施の目的に関して

■技術部から新規リーグ戦（U-8）のご説明／技術部としての狙い

【3ピリオド制度】

・試合に出ることの喜びを感じさせること、全員を平等に

試合出場させることが出来る。

→指導者も選手全員に気配りをして、全員のレベルアップを

目標に指導をしていく能力が求められる。



⑥技術部 リーグ戦実施の目的に関して

■技術部から新規リーグ戦（U-8）のご説明／技術部としての狙い

【リーグ戦の文化】

・負けたら終わりではなく、レベル感が同一の対戦相手と

拮抗できる試合を提供し、長期的なリーグ戦を目指していく。

・選手の指導も長期的、且つ丁寧に一人ずつの能力や

レベルをアップする指導を行うことで、サッカーをより長く

続けられる選手を育てることが出来る。



■クラブポイントについて

・当年度のクラブ理事の皆様による連盟活動の協力や貢献に対して、

連盟がクラブに付与するポイント制度。（会場当番、連絡事項等）

・メリットは大会優先申込みや二子緑地会場の駐車券発行など。（ポイント申し込み

による大会が中止になった場合はポイントを返還し、次年度の優先申込権を付与）

・過去ポイントの概念を廃止→前年度の残ポイントの50%を次年度繰り越し

により当年開始時のポイントとする。（起算は3/1（新年度開始）から1年間）

（前年度マイナスポイントのクラブは１００％の繰り越し。）

・ポイント使用に関する前借り処置は考慮しない。

※運用については今後随時改定の可能性を含みます。

⑦クラブポイントと罰則について



⑦クラブポイントと罰則について

■大会運営について

・今年度、コロナ感染対策を踏まえた大会運営を実施いたしました。

（大会会場への入場時間設定、指導者や保護者を含めた来場人数の制限、等）

様々な実施に対する規制の協力に対し、多くのクラブのご理解を頂き、大会を

安全に実施、運営することが出来ました。

・一方で、連盟からの通達や大会会場における協力事項、お願いについて、

各指導者や保護者の皆様までの理解浸透が行き届いていないクラブが散見され、

結果として違反行為が発生いたしました。

・来期も今期同様の対策を踏まえた大会運用を想定。

・理事の皆様には、クラブ内の指導者及び保護者への伝達、周知徹底をお願い

いたします。



⑦クラブポイントと罰則について

■罰則について

・コロナ感染対策対応を中心とした大会運営に関する協力事項、規制等に関して

ご理解や遵守頂けないクラブやチームについては、厳しい対応を検討させて頂きます。

（今年度の違反発生内容を考察すると、事例の多くは指導者及び保護者によるもの

が占めています。）

・個人の違反に対しても罰則は所属クラブに対しての処置が基本となります。

・違反に対する罰則はポイント削減のみならず、会場運営や審判の追加対応など、

連盟運営に関する追加協力を要請する場合もあります。

（指導者や関係者の場合は該当者のご来場を制限させて頂く可能性もあります。）

・マイナスポイントが2年間累積したクラブについては、過去のマイナスポイントの

事象内容を踏まえ、連盟より個別に指導、対応要請いたします。

・中央大会（都大会）出場クラブは予選大会上位クラブから、５Bの推薦により

出場が確定となります。（上位入賞が参加確定要件ではありません。）



【世田谷少年サッカー連盟】

☆2月の予定

2月20日（日）：４種登録説明会（別途2/14詳細連絡予定）

：バーモントカップ募集通知予定

：春季学年別（４年生以外）募集通知予定

：各リーグ（U-8、10、11、12）募集通知予定

：ハトマーク募集通知予定

：３年生交流会募集通知予定

2月28日（月）：バーモントカップ申込締切予定

⑦今後の予定



☆3月の予定

①ライオンズカップ実施（3月6日（日））⇒（中止）

②バーモントカップ抽選会（3月5日（土）予定）（Web）

説明会（3月6日（日）予定）（Web）

③春季学年別・４年生大会実施（3月13日、21日、26日、27日）

※別途3月の学校行事を提出してください。2月16日（水）正午迄

④春季学年別（４年生大会以外）申込（3月3日～3月6日正午迄）

⑤各リーグ申込（3月3日～3月6日正午迄）

⑥ハトマーク申込（3月3日～3月6日正午迄）

⑦３年生交流大会申込（3月3日～3月6日正午迄）

※④～⑦の申込は同一申込書となります。

⑦今後の予定



⑧「大会個人登録名簿」提出（3月22日～3月25日正午迄）

※春季学年別およびU-12を除く各リーグ共通書式となります。

⑨U-12、ハトマーク、３年生交流大会「メンバー表」提出（3月22日～3月25日正午迄）

⑩各リーグ運営委員会実施

・U-8：3月12日（土）（上野毛区民集会場：19時～ or Web）

・U-10：3月19日（土）（Web）

・U-11：3月20日（日）（Web）

・U-12：3月21日（月・祝） （Web）

⑪４種登録実施（3月7日（月）～3月13日（日））

⑫４種登録・チーム情報・選手情報提出（3月22日～3月25日正午迄）

＊⑪が全クラブ二次審査迄終了して東京都サッカー協会の承認済みのもの

⑦今後の予定



⑬総会（3月13日（日））（世田谷文化生活情報センター：19時～ or Web）

⑭年度始めの納金（3月28日（月）締切予定）（銀行振り込みを予定）

☆４月以降の予定（～7月迄）

※３年生交流会は区民体育大会と並行で実施

・４月初旬より「ハトマーク」

※春季学年別4年生は「ハトマーク」の間一時中断

「ハトマーク」敗退チームより4年生大会再開

・春季学年別6年生開始

・4年生敗退チームは3年生開始

・6年生敗退チームは5年生開始

・1/2年生、女子は最後の予定

⑦今後の予定



☆９月以降の予定

７月の理事会で連絡

☆イベント・試合

①バーモント・ブロック予選・・・4月23日（土）、24日（日）

②キッズフェスティバル・・・5月29日（日）、11月6日（日）

③せたしんマザーズ・・・10月9日（日）

④キッズ大会・・・11月27日（日）

⑤世田谷招待・・・1月7日（土）、8日（日）

⑥指導者＆レディース・・・1月28日（土）、29日（日）

⑦U-8プレ・・・4月3日（日）、29日（金・祝）、5月14日（土）、15日（日）予定

⑦今後の予定



【東京都少年サッカー連盟】

4月2日（土）～6月26日（日）・・・U-12リーグ前期

6月18日（土）、19日（日）・・・ハトマーク

7月2日（土）、3日（日）・・・6年生選抜

9月3日（土）～12月24日（土）・・・U-12リーグ後期

9月4日（日）・・・チャイルド

9月24日（土）～10月30日（日）・・・全日本（ブロック）（世田谷は9月3日（土）から実施予定）

10月9日（日）・・・駒沢フェス

11月2日（水）・・・全日本監督会議

11月5日（土）、6日（日）、12日（土）、13日（日）、20日（日）・・・全日本（都大会）

12月17日（土）、18日（日）、1月15日（日）・・・JA東京（都大会）

⑦今後の予定



1月21日（土）、22日（日）・・・5年生選抜

2月5日（日）・・・M4-B

2月11日（土）、12日（日）・・・マザーズ

2月18日（土）、19日（日）・・・FA会長杯

3月5日（日）・・・グラスルーツ

3月11日（土）、12日（日）・・・3年生交流会

⑦今後の予定



【U-12リーグの今後・1】

◎2022年度

1部・・・12チーム ※1部から2部へ4チーム降格

2部・・・11チーム × 2 ※2部より1部へ2チーム昇格

※2部からブロックへの降格無し（2部を3ブロック構成にするため）

各ブロックから2部へ6チーム、3部へ20チーム昇格

☆全日本東京都中央大会

＊98チームトーナメントにて実施予定

＊1・2部34チームシード予定

＊各ブロックから4枠×16の64チーム出場予定

⑦今後の予定



【U-12リーグの今後・2】

◎2023年度

1部・・・10チーム ※1部から2部へ3チーム降格

2部・・・10チーム × 3 ※2部より1部へ3チーム昇格

※2部から３部へ6チーム降格

3部・・・10チーム × 2 ※3部より2部へ6チーム昇格

※3部からブロックへ4チーム降格

※ブロック3部昇格戦実施 上位4チーム3部昇格

☆全日本東京都中央大会

＊1・2部30チームシード予定

＊3部19チーム ＋ ブロック2チーム予定（現在会場数を増やす事を検討中）

30 ＋ 19 ＋ 32 ＝ 81チームトーナメント予定

⑦今後の予定


